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The Characteristic of Staying Behaviors on the Street Appeared in Midnight Shopping District

* **　　

Shigeo KOBAYASHI  and  Miki KOBAYASHI

 
This research examined staying behaviors in streets at midnight in Shibuya area, and evaluated sitting sensation of the 
outdoor elements continuously from 16:00 till 5:00 on the next day. The investigated results are summarized as follows.
-   The number of sitting people in the streets increased most at 23:00, and the sitting people’s ratio to the people on 

the streets was the highest around 3:00 a.m. It was observed that people converted various interspaces produced by 
reduction in traf c or closing of shops into the comfortable staying spaces.

-   The outdoor elements evaluated that people could sit and talk or eat increased continuously from 23:00 to 5:00, and 
the elements evaluated that they could do such behaviors comfortably increased most at 23:00.

-  The possibility of supporting midnight staying behaviors based on the investigation and the interview was examined. 
It was considered effective to change the diversity steps close to the streets to the seating elements.

Keywords : staying behavior,  midnight,  street, sitting behavior, observational investigation, Shibuya Center-Gai
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深夜の繁華街に顕われる路上滞留行動の特性
THE CHARACTERISTIC OF STAYING BEHAVIORS ON THE STREET APPEARED  

IN MIDNIGHT SHOPPING DISTRICT

小 林 茂 雄＊，小 林 美 紀＊＊ 
Shigeo KOBAYASHI and Miki KOBAYASHI
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4 5

時刻 16:00 19:00 23:00 01:00 03:00 05:00 合計
要 
素 
数 
( 個 )

屋外要素 664 664 692 705 708 709 4142
着座可能 74 111 229 200 255 160 1029
行動者属性 男 41 59 307 269 340 192 1208

女 67 80 186 162 221 119 835
会話 可能 46 81 115 156 175 79 652

快適 2 1 41 23 37 9 113
飲食 可能 41 77 115 172 194 140 739

快適 2 3 40 23 35 7 110
人 
数 
換 
算 
( 人 )

屋外要素 3456 3456 4049 4161 4166 4178 23466
着座可能 845 1191 2653 2399 2659 1974 11721
行動者属性 男 91 272 1301 1216 1165 760 4805

女 264 310 713 624 747 389 3047
会話 可能 603 1041 1321 1568 1625 987 7145

快適 27 17 906 655 759 154 2518
飲食 可能 406 781 1174 1635 1615 1661 7272

快適 27 19 880 655 747 117 2445
屋外要素に対する
着座可能割合 (%)

24.5 34.5 65.5 57.7 63.8 47.2 49.9 

着座可
能な屋
外要素

段
差
3段以上 297 244 497 676 699 647 3060
3段未満 370 524 1334 1207 1331 919 5685

車止め 1 10 78 57 63 62 271
椅子・ベンチ 93 106 70 17 87 22 395
ガードレール 74 106 494 409 440 324 1847
縁石 10 201 180 33 39 0 463

時刻 16:00 19:00 23:00 01：00 03：00 05：00 合計
観察者数 11296 9870 4909 1327 715 1205 29322
路上行為 歩行・立ち止まり 11176 9641 4651 1198 616 1119 28401

着座 120 229 258 129 99 86 921
全体に対する 
着座割合（%）

1.1 2.4 5.6 10.8 16.1 7.7 3.2 

路
上
で
の
着
座
者

行為者
属性

男 単独 35 56 34 28 13 8 174
複数 44 107 155 63 50 48 467

女 単独 12 15 6 5 2 4 44
複数 29 51 63 33 34 26 236

着座時
の行為

会話 53 152 155 73 41 70 445
飲食 9 11 34 31 35 1 119
眺める 58 65 33 21 11 10 191
その他の行為 0 1 36 4 12 5 57

屋外
要素

段差 3段以上 1 22 21 0 11 4 59
3 段未満 32 49 83 50 34 49 297

車止め 3 11 39 26 21 10 110
椅子・ベンチ 23 41 6 3 0 0 73
ガードレール 41 79 84 37 17 18 276
縁石 20 27 25 13 16 5 106

－ 406 －
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6 7

・外の方が気持ちいい。調度よい気温。（男女10人）
・外にいるならお金はかからない（男女 7人）
・大都会にいる楽しさ。この時間にこれだけの人
　がいるのが楽しい（男性 5人）
・人がいっぱいいてさみしくない。ここで知り合っ
　た人もいる。知らない人同士で共有する連帯感
  がある（男性 6人）
・外だとタバコを吸える（男性 4人）
・路上に座ったり寝転んだりするときには迷惑を
   かけないような場所を選んでいる（男性 3人）
・昼間にはない自由がある。拘束されない自分た
　ちの街になる（男性 2人）
・渋谷は坂があってスケボーに適している。人や
  車も少なくなり安全。この辺りの道路をバンプと
  してみている（男女 3人）
・坂でスピードを出して交差点や上り坂に突っ込
　んでいくのは危険だけど楽しい（男性 3人）
・深夜帯は飲んだり、地面に腰を降ろしたりする
　ことに人目が気にならず、自由な感じがする　
  （女性 2人）

・座りたいところが汚れていた
   り嘔吐物があったりする（男
   女 7 人）
・トイレが少なく貸してくれる
   店はほとんど ない（男女 6人）
・暑い。大きいネズミも多くて
   快適とは言えない（男女 6人）
・治安がいいとはいえない。怖
   い人も多い（男女 4人）
・マナーは悪いと思う（男女 3人）

・路上での喧嘩や落書きなど不
   法行為によって、店先のもの
  が壊されることがある（4人）
・店のエントランスに座り込ま 
   れるのは営業の邪魔（3人）
・路上にたたずんでいるだけで
　は営業的な効果はない（2人）
・ゴミや嘔吐物などで店の周囲
　を汚される
・明らかに未成年者集団が酔っ
　払っていたことがあった・終電後まで街に人が残ることは、深夜営業をす

　る店にとって重要。活気が持続されている（6人）
・深夜の渋谷は人が面白く、若者や外国人などい
　ろんな人が来て盛り上がる（5人）
・以前と比べると、深夜帯に危ない様子はなくな
　り、店舗への悪い影響はなくなっている（3人）
・街路に人がいると、集客しやすかったり、時に
　は話し相手にもなったりする（3人）
・路上にたむろすることは悪いこととは思えない。
　お互いに認めあえるような文化がある。

・街の治安や防犯上の観点から
  深夜に路上で滞留する行為は好
  ましくない
・酩酊者同士の喧嘩、ゴミの散乱、
  放尿、落書き、騒音、私有地へ
  の侵入、放置自転車がみられ、
  住民からの苦情が寄せられるこ
  とがある
・路上でたむろしたり飲酒する
  行為はマナーが悪く、街のイ
  メージも良くない
・自治体やNPOが朝方に積極的
  に清掃しているものの、ゴミが
  散乱したままである
・深夜帯には人同士のトラブル
   が発生しやすい

・センター街では商店街が深夜にパトロールを行っ
　ており、比較的治安が保たれている
・人で街が賑わうことは深夜であっても良い面も
　ある。歩行者のためにつくられた街路で、滞留行
  動がとられることは悪いことではない　
・住民や商店街で深夜の街のあり方を協議するこ
　とも必要

店
舗
の
オ
ー
ナ
ー
・
従
業
員

地
域
の
管
理
者

肯定的側面 否定的側面

7

(

人)

12

(

人)

行
為
者

27

(

人)

－ 408 －
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CHARACTERISTICS OF PERCEPTION ON RANDOM HORIZONTAL VIBRATION 
CONTAINING PREDOMINANT FREQUENCY WAVES TO THE SAME DEGREE 

 
 * ** 

Takashige ISHIKAWA and Akie HISAGI 
 

 
 

In this study, we performed an experiment for random vibration containing predominant frequency waves to the same degree. 
The objective was to investigate the influence of the characteristics of perceptual frequency of the random vibration based on the 
component of a complex vibration. 

Results show that the effects due to the difference of the waveform pattern on random vibration in the range of 30 % to 50 % of 
the subjects probability of perception have less impact but it's more than that at a 10 % and 90 % rate of probability of perception. 
 
 

Keywords : Environmental vibration, Random vibration, Predominant frequency, Probability of perception ,  

Threshold, Horizontal vibration 
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